
令和 4 年 7 月 1 日 

フィッシング＆ネイチャーMEET 2022 

 

■ 日 付：令和 4 年 6 月 26 日（日） 

■ 時 間：9：00～13：00 

■ 場 所：御前崎観光物産会館「なぶら館」 

 ■ 参加者：34 名、他（ゲスト講師 2 名、スタッフ 3 名） 

 

 今年、初の試みとして実施するイベント「フィッシング＆ネイチャーMEET2022」。これは年々変わりゆく

海辺の状況について、静岡を代表する釣り系 No.1YouTuber である“六畳一間の狼”のお二人をゲスト講師と

して招き、釣りを通して感じる環境の変化や海の状況などについて体験談を交えて話してもらい、参加者の

みなさんにも環境について考えてもらうきっかけを作ろうというもの。 

 当日は 35 名の定員に対して 34 名の申し込みがあり、ほぼ満員での開催となった。受付にて検温、手指消

毒ののち、自由席に着座していただき、みなさんお集まりになったところでイベントスタート。まずは主催

者あいさつと御前崎渚の交番の活動について簡単に紹介をさせていただいてから、いよいよゲスト講師“六畳

一間の狼”のHAYAMAさん、SUUさんがみなさんの拍手の中、登壇。主役の登場で場の雰囲気も緊張から一

転、和やかな雰囲気に。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 お二人のトークはさすがの一言で、一気にみなさんの心を掴み、会場は笑顔があふれていきました。

冒頭、お二人の生い立ち、出会ってから YouTuber になるまでの道のり、また YouTuber になってから

の苦労なども語られ、普段、動画内ではあまり聞くことのないお話に参加されたみなさんも興味深そう

に聞き入っていました。途中、HAYAMA さんがファンのみなさんへの感謝を伝えながら感極まるシー

ンもあり、そこでまたみなさんの気持ちがよりいっそう高まりました。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 その後、これまでの動画を特別に編集してくださったものをモニターで流しながら体験談などを面白

おかしく話され、イベントならではの業界の裏話なども飛び出しました。また体験談を話していく中で、

釣り場のマナーの問題やゴミ問題、環境問題などについても触れ、みなさんへも釣行の際のゴミ拾いに

ついて協力をお願いしてくださいました。 

 そうしているうちにトーク時間は 1時間 30分を超え、あっという間に質問タイムを迎えました。質問

タイムではみなさんから「好きなルアーはなんですか？」「今までで思い出に残っている魚は？」など

の釣りに関することから、「二人はお互いのことをどう思っていますか？」など突っ込んだ質問も投げ

かけられ、ゲストのお二人は少し照れつつも思いを語っていらっしゃいました。これも普段の動画では

聞けない、イベントならではのライブ感だったのではないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 質問タイムの後は、ご協賛いただいた釣り具メーカー「DRESS」様の商品抽選会。実は会場づくりの

段階でイスの“座面裏側にナンバーカード“が貼られており、みなさんにカードをはがしてもらい、No.

１の方から順番にデスクに並べられた豪華な協賛品から好きなものをひとつずつ取っていくという仕組

み。上位の番号を引いた方は嬉しそうに賞品を選んでいらっしゃいましたし、下位の番号でもハズレく

じなしで参加者全員が賞品獲得できたので、満足度は高かったのではないでしょうか。高価なものを含

む大量の商品を提供してくださった DRESS 様には非常に感謝しております。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 そして、最後はサイン会＆交流タイム。ファンのみなさんが実は一番楽しみにしていた時間なのでは

ないでしょうか。ほとんど全員が列になり、サイン色紙だけでなく思い思いの物品にサインをしてもら

っていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 今回、初めてのイベントとして実施した「フィッシング＆ネイチャーMEET2022」。アンケートも実

施しており、結果を見ると非常に満足度が高かったことがうかがえました。これもひとえに「六畳一間

の狼」のお二人の人柄と、ファンのみなさんを大事に思う気持ちが表れた結果ではないかと思います。

御前崎の海にもよくいらっしゃるお二人を招いて、みなさんと釣りや自然について考える時間が持てた

ことを主催者としてもうれしく思います。こうした交流を通して、海を大事に思う気持ちが未来へつな

がっていくことを祈ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


